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リサイクル施設運転管理及び資源ごみ等収集運搬業務委託に係る審査実施要領

1. 選考方法

選考は、リサイクル施設運転管理及び資源ごみ等収集運搬業務委託に係る事業者選定委員会

（以下「委員会」という。）において、まず一次審査で書類審査を実施する。その結果をもって二次審

査のプレゼンテーション審査を行い、合計得点の高い者から順に受託候補者及び次点候補者とする。

2. 一次審査＜３0点満点＞

4位を選定する。ただし、参加申込書の提出が4者を超えない場合はすべての者を2次審査の対象

とする。また、点数の計算により小数点以下の端数が生じた場合は、その都度小数点以下第３位を四

捨五入した値で計算し、合計点の小数点以下第３位を四捨五入した値を参加事業者の得点とする。

① 事業者の業務実績＜10点満点＞

対 象：（第４号様式）受注実績調書

評価方法： 過去 1０年以内（平成 28年 8月 1日以降）に受注した同種業務及び類似業務の

実績（実績の有無）について評価を行う。実績件数（Ⅰ：３件＋Ⅱ：３件＝最大６件）

の 1件当たりの配点を 1点～０．２点として、区分係数及び実績年数と参加割合

と官民区分を乗じた合計点数で評価する。たとえば、本業務のようにⅠ・Ⅱを合わ

せた業務は、Ⅰ・Ⅱそれぞれで１件ずつカウントするため、Ⅰ・Ⅱそれぞれの行に記

入すること。また、同じ発注者から複数年度に渡って継続して同じ業務を受注して

いるものの、契約は年度ごとに締結している場合、平成28年８月１日以降の年数

を合算して 1件としてカウントする。期間が連続していないものは、それぞれ1件と

してカウントする。

Ⅰ：リサイクル施設運転管理業務（３件まで）

・ 同種業務 資源ごみ・不燃ごみ・粗大ごみの全部又はいずれかの金属の破砕・分別・圧縮を

一括して行う業務を指す。

・ 類似業務１ 資源ごみ・不燃ごみ・粗大ごみの全部又はいずれかの分別・圧縮を一括して行う業

務を指す。

・ 実績年数 令和８年８月１日現在、同じ区分に 2件以上の実績があれば合算する。１ヵ月未

満は切り捨てる。

区分係数

Ａ

実績年数

Ｂ

参加割合

C

官民区分
D

評価点
Ａ×Ｂ×C×D

合計

Ⅰ：リサイクル施設

運転管理業務

同種 1 年 月

最高10点

類似１ 0.６ 年 月

Ⅱ：収集運搬業務

同種 ０．６ 年 月

類似１ 0.４ 年 月

類似２ 0.2 年 月
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・ 参加割合 実績申請した共同企業体等で本業務に参加する場合

（例）2者中２者が参加していた場合は２／2が Cに入る

（例）6者中２者が参加していた場合は２／6が Cに入る

・ 官民区分 発注者が国・地方公共団体または事務組合の場合 1.0、民間の場合 0.5

Ⅱ：収集運搬業務（３件まで）

・ 同種業務１ 家庭ごみ(資源ごみ・不燃ごみ・粗大ごみ)の全部又はいずれかの収集運搬業務

・ 類似業務１ 家庭ごみ(資源ごみ・不燃ごみ・粗大ごみ以外)の収集運搬業務

・ 類似業務２ 事業系ごみ(一般廃棄物)の収集運搬業務

・ 実績年数 令和８年８月１日現在、同じ区分に 2件以上の実績があれば合算する。１ヵ月未

満は切り捨てる。

・ 参加割合 共同企業体等の場合は実績業務への参加割合

（例）2者中２者が参加していた場合は２／2が Cに入る

（例）6者中２者が参加していた場合は２／6が Cに入る

・ 官民区分 発注者が国・地方公共団体または事務組合の場合 1.0、民間の場合 0.5

② 業務実施体制＜5点満点＞

対 象：（第９号様式）資格保有者届

評価方法： 本業務のうち応募者がリサイクル施設運転管理業務に配置する資格者で破砕・リサイ

クル施設技術管理士ほかの保有資格（各 1名以上）について評価を行う。配点は、破

砕・リサイクル施設技術管理士 1点、その他資格者が0.5 点として、合計点数で評価

する。同資格者が２名以上いても加点しない。１名で複数の資格を保有する場合は資

格ごとに加点を行う。

令和８年８月１日現在に配置可能な資格者が対象で、資格の写し等の提出が必要。

③ 地域精通評価＜5点満点＞

対 象：（第 3号様式）地域精通評価

保有資格 評価点 合計

破砕・リサイクル施設技術管理士 １．０

最高５点

クレーン運転業務特別教育（５ｔ未満） ０．５

玉掛特別教育修了者 ０．５

危険物取扱者（乙４類） ０．５

酸素欠乏・硫化水素危険作業主任者 ０．５

特定化学物質等作業主任者 ０．５

フォークリフト運転技能講習修了者 ０．５

車両系建設機械運転技能講習修了者（解体用） ０．５

低圧電気取扱業務特別教育終了 ０．５
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及び該当割合を乗じ、小数点以下第 3位を四捨五入した合計点数で評価する。

該当割合 条件に該当する企業等の割合

（例）2者中２者が該当する場合は２／2が Bに入る

（例）6者中２者が該当する場合は２／6が Bに入る

④ 価格点＜10点満点＞

対 象：リサイクル施設運転管理及び資源ごみ等収集運搬業務委託見積書（第 1１号様式）

評価方法：下記により計算し、（Ａ）の費用を価格点（1）とする。

（Ａ）仕様書に記載する本業務に必要となる 1 ヵ月の委託料

（消費税額及び地方消費税額を含まない。）

・ 最低見積価格者の得点は10点とする。

・ その他の者は下記の計算結果に応じた得点（小数点以下第3位を四捨五入）とする。

「価格点＝10点×（最低見積価格※1／見積価格※2）」

※1：全提案者中最も低い見積価格

※2：当該提案者の見積価格

3. 二次審査＜７０点満点＞

一次審査により選定された者によるプレゼンテーション審査を行い、一次審査との合計点数の高い

順から受託候補者、及び次点候補者を選定する。

対 象：企画提案書に沿ったプレゼンテーション及び質疑応答

評価方法：審査会において、各審査員（1人につき７０点満点・5 名）がプレゼンテーションの各項目

を審査評価し、その平均点（小数点以下第3位を四捨五入）を二次審査の得点とする。

審査の基準については、P5、P6の二次審査評価基準表のとおりとする。

4. 二次審査（プレゼンテーション）の内容

① 審 査 日：令和８年１０月６日（火）～１０月中旬予定（別途連絡）

②

③ 出 席 者：1提案者 4者以内

④ 実施時間：1提案者４０分以内（提案２０分、質疑応答２０分）

※事前準備・片付けに係る時間は含まない。

評価
区分係数

Ａ

該当割合

Ｂ

評価点

Ａ×Ｂ
合計

3

最高５点
2

である者
1
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⑤ 提案内容

リサイクル施設運転管理及び資源ごみ等収集運搬業務委託公募型プロポーザル募集要項 P１４

第４章３（７）⑤提案書類作成要領にある内容について、パワーポイント等において表現すること。

⑥ プレゼンテーションの順番

プレゼンテーションの順番は、企画提案書を提出した順番とする。

⑦ その他

プロジェクターとスクリーンは市で準備するが、パソコンやその他必要な機器及びインターネット

通信環境は提案者が準備すること。

社名が特定できるような名札等を身につけないようにし、社名への言及や、配付資料・投影する

資料等に社名が特定できるロゴ等を出さないこと。

遅刻又は欠席した場合は、本プロポーザルを辞退したものとみなす。

5. 受託候補者選定に関する特記事項

① 最低基準点

一次審査及び二次審査の合計点の満点（100点）の 6割（60点）を最低基準点とし、最高得

点者が最低基準点に満たない場合は、受託候補者を選定しない。

② 参加者が 1者となった場合の取扱い

参加者が 1者となった場合でも一次審査及び二次審査を行い、最低基準点を満たした場合は、

当該参加者を受託候補者に決定し、その旨を通知する。

③ 一次審査及び二次審査の合計点が最高点で同点の者が2者以上の場合の取扱い

当該提案者それぞれの二次審査の得点が異なる場合、二次審査の得点が高い者から順に受

託候補者及び次点候補者を選定する。

当該提案者それぞれの一次審査の得点及び二次審査の得点が同じ場合、くじ引きにより、受託

候補者及び次点候補者を選定する。
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（別紙 5） リサイクル施設運転管理及び資源ごみ等収集運搬業務委託に係る二次審査評価基準表

評 価 項 目 評 価 の 内 容 配 点

企
画
提
案
内
容
の
評
価

取組方針、

実施体制、

業務全体で配慮する事項

・業務内容、背景や課題等の理解度が深く、提案内容の方向

性が市の方針・目的に即しているか

・実施体制が整っており、事業の進行管理が適切に行える体制

となっているか

・不測の事態が起きた場合等、問題発生時も想定した適切な

実施体制等が考慮されているか

10

収集運搬業務に関する事項

・効率的で安定、安全な収集運搬計画となっているか

・収集運搬方法・ルート等に深い見識があり、課題提案・解決

方法等の具体的な提案がされているか

・適切な人数が配置され、無理のない実施体制となっているか

・配置人員の安全を配慮した提案となっているか

・未収集等が生じた場合の対応や防止策が具体的に提案され

ているか

・一般車両の通行に極力妨げにならない対策や安全確保等市

民サービス向上に資する具体的な提案がされているか

・市や市民の意向を反映させる具体的な工夫等の提案が行わ

れているか

15

リサイクル施設の

運転管理業務に関する事項

・効率的で安定、安全な運転を行うための具体的な運転計画

となっているか

・破砕・分別・圧縮・梱包等の業務に深い見識があり、各業務の

課題解決等の具体的な提案がされているか

・各業務について適切な人数が配置され、無理のない実施体

制となっているか

・配置人員の安全を配慮した提案となっているか

・前処理、搬入禁止物の早期発見や処置に対して具体的な方

法・手順が示されており、具体的なで実行可能な提案がされて

いるか

・リサイクル率・品質向上に対して、具体的なで実行可能な提

案がされているか

・運転計画や施設稼働条件遵守は、安全と安定稼働の観点か

ら、具体的かつ有効か

・事故火災予防、事故発生時の対応が具体的で適切な提案と

なっているか。また発生した際の再発防止策・改善に対して具

体的で実行可能な提案がされているか

・市や焼却炉運転事業者との連携や意向を反映させる具体的

な工夫等の提案が行われているか

・来訪者等への安全確保等市民サービス向上に資する具体的

な提案がされているか

15
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リサイクル施設の

維持管理に関する事項

・本リサイクル施設の点検・検査計画について、深い見識があ

り、施設を安定して性能を維持するために有効な提案がされて

いるか

・本リサイクル施設の清掃・メンテナンスなどの計画について、

施設の長寿命化・維持管理のコスト低減を図るための具体的

で有効な提案がされているか

10

地域貢献に関する事項
・市内雇用実績等について具体的な提案がされているか

・その他地域貢献に関する具体的な提案がされているか
５

独自提案
・本業務に関して独自提案や有益な提案がされているか

・その他市民サービス向上等有益な提案がされているか
１０

プレゼンテーション 実現可能な提案・信頼性・意欲・わかりやすさ

・制限時間内で、提案内容を網羅した説明ができているか

・質疑対応について的確な対応だったか

５

合 計 点 数 70

評点算出方法

「特に良い」: 100% 「良い」: 80% 「普通」: 60%

「やや劣る」: 40% 「劣る」: 20% 評価対象外: 0％

５段階評価の平均点（小数点以下第3位を四捨五入）


